
4 成年後見制度をご存知ですか？

d日時・日程・期間　b場所　t対象　c定員　s費用（記載のないものは無料）　n内容　 ID公式ホームページの広報ID　m申し込み　i問い合わせ　URLホームページアドレス
IDの後の7桁の番号を、公式ホームページのトップページにある「広報ID検索」に入力すると記事に関連するページにすぐにアクセスすることができます。

2026年（令和8年）8月20日号 たま広報

成年後見制度とは？

　成年後見制度は、認知症や障がいなどで判断能力が不十分な方
の財産管理や契約などを、本人の代わりに家庭裁判所が選任した
後見人などが行う制度です。
■例えばこんな困りごとはありませんか？

■利用した方の声
・�自分だとお金をうまく管理できないから、相談できる人がいて
助かっています。

・�権利擁護センターに相談して、成年後見制度の申し立て書類の
書き方などを教えて
いただき、無事に後
見人をつけることが
できました。

○後見人などができること（例）

×後見人などができないこと（例）

権利擁護センターにお気軽にご相談ください

■一人一人にあった制度の利用をサポートします
　弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家と連携し、成年後見制度や福祉サ
ービスなどに関する相談を受け付け、法律相談会も行っています。成年後見制度
の利用前はもちろん、利用後の相談や支援も行っています。
　その他、制度利用に関する説明会・講演会などを開催しています。また、出張
説明も無料で行います。
■福祉サービス利用支援事業
　成年後見制度を利用するほどではないけれど不安があるという方を対象に、福
祉サービス利用支援や金銭管理のサポート、大切な書類などを預かるサービスで
す。相談は無料、契約後のサービスは原則有料です。

認知症や障がいなどで、お金の管理や契約手続きなどに不安がある…

成年後見制度をご存知ですか？
預貯金の管理

各種支払い手続き 不動産の管理・処分

手術などの医療同意 葬儀・埋葬
（火葬は条件を満たせば可）

買い物や介護などの事実行為
（ヘルパーなどの契約は可）

病院の入退院や施設入退所の
手続きや役所などの手続き

ID1003129i二幸産業・NSP健
けんこう

幸福祉プ
ラザ７階多摩市社会福祉協議会権利擁護
センター☎(373)5677・v(373)5612

わくわく
スマホ

シニアのためのスマートフォン
相談会・教室
〔共通事項〕
持ち物スマートフォン(お持ちの方
のみ)主催東京都i東京都スマート
フォン普及啓発事業事務局☎03(63�
16)3169(平日午前９時～午後５時)
●相談会
d①９月９日㈬午前10時～午後１時
②11日㈮午後１時～４時b①中央図
書館サテライトカウンター前②関戸
公民館創作室tスマートフォンの使
用について疑問や不安のある60歳以
上の都民c12人(会場先着順。同時
に２人まで。１人30分の入れ替え制)
ID①1014734②1014739m当日直接会
場へ
●教室
d９月11日㈮午後２時b永山公民館
視聴覚室tスマートフォンをお持ち
でないまたは使い慣れていない60歳
以上の都民c10人(申し込み先着順)
n基本操作などの講義・演習、質疑

応答備考スマートフォン試用貸し出
しあり(応募者多数の場合は抽選。
本人確認書類要提出)ID1011731m８
月24日㈪午前９時～９月２日㈬午後
５時に、電話で、永山公民館☎(337)�
6661へ

高齢者・障がい者（児）おむつ支
給等事業の認定者の方へ～認定
期間中の「おむつ代助成費」の請
求はお済みですか？～
t令和８年４月～７月の入院中に要
したおむつ代(令和７年４月～令和
８年３月分の未支給分も請求可。た
だし事業の認定期間内で、おむつ支
給を受けていない月に限る)助成額１
カ月あたり7,000円を限度に、おむ
つ代の90％提出書類所定の請求用紙、
おむつ代が記載された病院などの領
収書の原本と写し、入院期間が分か
る書類の写し、初めて請求する場合
や振込先を変更する場合は、通帳や
カードなど振込先口座が確認できる
ものの写し、必要な額の切手を貼り

宛先を記載した返信用封筒(領収書
返却用)備考領収書原本は確認後に
返却。直接持参の場合、請求者の本
人確認書類を要持参(返信用封筒は
不要)。新規認定については公式ホ
ームページ参照 ID認定を受けている
方＝1002948、新規認定について〔高
齢者＝1002945、障がい者(児)＝100�
3080〕mi８月31日㈪必着の、郵送
または直接持参で、〒206−8666市役
所１階高齢支援課☎(338)6846、障
害福祉課☎(338)6847へ

老人福祉センター寿大学パソコ
ン講座①パソコンを使いこなそ
う！（Ｐ使－２）②エクセル経験
者レベルアップ（Ｅ経－２）受講
生募集
d①10月５日㈪・16日㈮・19日㈪・
23日㈮・26日㈪・30日㈮午前10時～
正午②10月７日・14日・21日・28日、
11月４日・11日・18日各水曜日午後
２時～４時b二幸産業・NSP健

け ん こ う

幸
福祉プラザ704研修室t市内在住の
60歳以上で、キーボード(文字入力
含む)・マウス操作ができる①ワー
ド・エクセルを使用したことがある

方②エクセルを使用したことがある
方c各15人(応募者多数の場合は抽
選)s①1,200円②1,400円(いずれも
全回分)備考詳細は、二幸産業・N�
SP健幸福祉プラザURLhttps://www.
tama-fukushi.org/�参照または要
問い合わせ ID 1008280mi９月19日
㈯必着の、往復はがき(１講座につ
き１枚)往信欄裏面に希望講座名・
住所・氏名・ふりがな・生年月日(年
齢)・電話番号、返信欄宛名面に住所�
・氏名を記入し郵送、または住所・
氏名を記入した通常はがきを直接持
参し、〒206−0032南野３−15−１二
幸産業・NSP健幸福祉プラザ３階
老人福祉センター寿大学担当☎(356)�
0303へ

うんどう教室（９月）

d①９月３日㈭午前10時～11時②10
日㈭午前10時30分～正午b①乞田・
貝取ふれあい館ホール②豊ヶ丘地区
市民ホール第１会議室n握力測定・
連続立ち上がりなどの体力測定持ち
物飲み物、汗拭き用タオル備考動き
やすい服装で ID 1012145m当日直接
会場へi高齢支援課☎(338)6924

例1

　認知症の親が施設入所や入院する際に多額なお金
が必要だけど、親の口座からお金を引き出せない。

　「法定後見制度」を利用すれば、金融機関で本人に
代わって後見人などが手続きできるようになります。

例2
　自分が将来認知症になったとき、お金の管理や契
約手続きができるか不安。

　「任意後見制度」を利用して、自分の信頼できる人
に、将来自分が認知症になったときにやってもらい
たいことを事前にお願いしておくと安心です。

契約書

5障がい者関連情報

市外局番の記載のない電話番号などの市外局番は、（０４２）です。申し込みの宛て先住所が記載されていない場合は、郵便番号のみで送れます。
特別の記載がない場合の市の窓口の受付時間は午前８時３０分〜午後５時です。
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　ふるさと納税制度は、自身のふるさとなど
の自治体に寄附を行うことで、市税の控除や
返礼品の受領ができる制度です。この制度を
利用して寄附が行われると、本来住んでいる
自治体の収入となるはずだった市税が他自治
体に流出する仕組みになっており、寄附によ
る流出が多くなるほど、住んでいる自治体の
財政に影響を及ぼします。
　多摩市でも、ふるさと納税による市税の減
収により財政運営に大きな影響が生じていま
す。
　令和7年度に市に入ってきたふるさと納税
額は約5200万円ですが、一方で令和8年度は
約8億3000万円が他自治体へ流出しています。
市としても幅広く市内の事業者と連携して新
たな「地場産品」を発掘し、「市内の産業振興」
を目的とした返礼品を設定するなどの、市へ
のふるさと納税を増やすための取り組みを行
っていますが、それ以上に流出額が増加して
います。近年は約1億円ずつ増加を続けてい
て、このまま流出額が増えていけば市民サー
ビスの低下を招く恐れがあります。

●令和８年度流出額8.3億円の規模ってどのくらい？

●ふるさと納税制度の問題点
　ふるさと納税による減収分の75％は国から地方交付税として自治体へ補填される仕組みになって
います。一方で、多摩市のような地方交付税の不交付団体は、減収額への補填がないため、減収額
がそのままマイナスとなってしまいます。
　算定方法の見直しや不交付団体が不利益を受けないよう、引き続き国へ要望を続けていきます。

令和8年度は市税　　　　　    が市外へ流出！ふるさと納税8.3億円 i財政課☎(338)
6814

視覚・聴覚障害者向けスマート
フォン体験会・相談会
d①10月13日・20日②10月27日、11
月10日③17日④24日⑤12月１日・８
日、各火曜日午後１時30分～４時30
分b中央図書館活動室１t市内在住
で、スマートフォンを持っていない
または使い慣れていない、視覚障が
いまたは聴覚障がいのある方および
その介助者(障害者手帳の有無は不問) 
c①②各４人③④各６人(いずれも
応募者多数の場合は抽選。結果は応
募者全員に通知)n①視覚障害者向
け基礎コース②視覚障害者向け応用
コース③聴覚障害者向け基礎コース
④聴覚障害者向け応用コース⑤スマ
ートフォン相談会持ち物ご自身のス
マートフォン(お持ちの方のみ)主催
東京都備考③④手話通訳あり ID 10 
20567mi各開催日の10日前までに、
インターネット手続き・電話または
ファクシミリで、東京都アクセシビ
リティ向上支援事業事務局URLhttps: 
//shougai-sp.metro.tokyo.ℓg.jp ・ 
☎03(6868)8990(平日午前９時～午
後５時)・v03(4496)4382へ

点字講習会(全５回)

d10月３日～31日の各土曜日午前10
時～正午b多摩ボランティア・市民

活動支援センター活動室t18歳以上
で、講習会後にサークル(毎月第４月
曜日午前)に参加可能な方c12人(申
し込み先着順)s1,000円(テキスト
代など)持ち物パソコン主催多摩市
点字サークル「トータス」備考点訳作
業はパソコンで実施mi９月24日㈭
までに、電話またはメールで、多摩
ボランティア・市民活動支援センタ
ー☎(373)6611・atamavc@tamas 
hakyo.jp へ

多摩市要約筆記講習会(手書き
コース)受講生募集(全42回)
　聴覚に障がいのある方や耳が聴こ
えにくい方などに、音声情報を文字
で伝えます。
d10月７日～令和９年９月８日の各
水曜日午後６時30分～８時30分b二
幸産業・NSP健

け ん こ う

幸福祉プラザt全
回参加でき、受講後、全国統一要約
筆記者認定試験を受験し、多摩市で
要約筆記者として登録・活動できる
方c10人(応募者多数の場合は抽選)
s4,500円(テキスト代)備考抽選結果 
・日程などの詳細は、９月下旬に応
募者全員に通知 ID1015053mi９月４
日㈮必着の、公式ホームページのイ
ンターネット手続きまたははがきで、
氏名(ふりがな)・住所(在勤・在学の
場合は勤務先名または学校名と住所 
・電話番号)・年齢・電話番号・応募
理由を記入し、〒206－8666障害福祉
課☎(338)6903・v(371)1200へ

多摩市みんなの美術作品展
作品・体験型ワークショップ企画募集

　今年度で36回目を迎える「みん
なの美術作品展」の作品を募集し
ます。今回は会場での体験型ワー
クショップも募集します。
d11月29日㈰～12月６日㈰bパル
テノン多摩市民ギャラリー他t指
定日時に現地で美術作品の展示・
搬出が可能な方募集作品絵画、陶
芸、書道、手(工)芸、彫刻、立体作
品、音楽、映像、ライブパフォー
マンス他備考多摩中央公園での屋
外展示も予定。詳細は、合同会社
MichiLabURLhttps://www.michi

ℓab.co.jp/art36-entry/ 参照 ID10 
12522m８月20日㈭～９月15日㈫
に、インターネット手続きで、合
同会社MichiLabへi障害福祉課
☎(338)6847・v(371) 
1200

　内閣府SIP(戦略的イノベーショ
ン創造プログラム)と市が協力し
て進める、高齢者や障がい者の外
出支援サービスの実証事業として、
自動走行モビリティ(歩道を走行
可能な遠隔操作型小型車)の期間
限定運行を行います。日常の外出
をもっと気軽にいつまでも！
d10月１日㈭～12月28日㈪午前９
時～午後５時(悪天時は運行停止)
b永山地域周辺s300円/回・3,600 
円/月備考乗降ポイント間を遠隔監
視のもと、自動走行し、送迎を実
施

■利用説明会
　初回登録を行
います。出席で
きない方はお問
い合わせください。
d９月９日・16日・30日、10月７
日各水曜日午前10時・10時30分・
11時・11時30分b永山団地名店街イ
ベントスペースm当日直接会場へ
〔共通事項〕
ID1016520i内閣府SIP移動革新グ
ループ代表久留米工業
大学☎080(8568)3631(平 
日午前９時～午後５時)

自動走行モビリティ
永山エリアでの期間限定運行を行います
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毎年増加している。
令和 8年度も前年度から

約 1億円増加。

8.3億円
7.4億円

6.5億円
5.9億円

4.8億円

ふるさと納税における市税の流出額の推移

・�学校給食センターの運営に
係る年間の費用よりも多い

・�予防接種事業に係る年
間の費用よりも多い

・�街路樹などの維持管理および道路整
備事業に係る年間の費用と同程度


